
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。

「広島神楽」定期公演へようこそ！
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帯中津彦命
高 麻 呂
塵 倫

・・・
・・・
・・・

本 家  久 史
深 野  翼
沖 田  哲 郎

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　

・・・
・・・
・・・
・・・

斉 藤  直 将
沖 田  佑 介
斉 藤  政 司
河 野  泰 弘

　人皇第14代仲哀（ちゅうあい）天皇の御代、異国より日本征伐を企てて数万の軍勢が攻めてきました。
　その中に塵倫という身に翼があり、黒雲に乗って虚空を自由に飛び回る神通自在の大将軍がおり、国々村里を荒らし、多くの人
民を滅ぼしていました。しかし、我が国にはこの大悪鬼にかなう者がいませんでした。
　そこで仲哀天皇自ら不思議な霊力のある十善万乗（じゅうぜんばんじょう）の神変不測の弓矢を持って、神通力を持ち戦術にも
長けた鬼を退治されたという物語です。

第二幕『塵倫』（じんりん）

・・・

・・・

素戔 嗚 尊
（鍾馗大神）
大 疫 神

本 家  久 史

古 元  正 敏

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　

・・・
・・・
・・・
・・・

上 手  佳 也
沖 田  哲 明
深 野  翼
河 野  泰 弘

　「鍾馗」は中国や日本に伝わる魔除けの神様です。
　備後風土記には、みすぼらしい姿の武塔神（むとうしん）が一夜の宿を頼み、貧しいながらも温かくもてなした家族に「茅の輪
（ちのわ）」を腰に巻くよう言い残し、村中に疫病が流行った際にその家族は助かったという伝説があります。
　神楽の演目「鍾馗」はこの伝説などから創作された物語で、須佐之男命（すさのおのみこと）の化身が鐘馗大神と名乗り、民の
命を奪おうとする大疫神（だいえきしん=疫病の神）と戦います。
　姿なき大疫神を左手に持つ茅の輪で捕らえ、右手の剣で見事退治します。

第一幕『鍾馗』（しょうき）

松原神楽団プロフィール ～山県郡安芸太田町～
　松原神楽団は、西中国山地国定公園のふもと、安芸太田町松原地区にあります。神楽の開始は定かではありませんが、明
治時代前より永年にわたって旧舞の伝統を守り、現在18名の団員にて今日に至っております。活動としては地元の奉納神楽
をはじめ、イベントなど多数出演しております。今後とも、伝統神楽の継承に務めて参りたいと思いますので、皆様のご声援・
ご指導宜しくお願いします。

まつばらかぐらだん


